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○一般質問：３議員が登壇／８～１０

○第１０３回臨時会・請願・意見書／１１

○第１０５回臨時会・

　議員功労表彰・特別表彰／１２

議会を傍聴しませんか

◆次の定例会予定

６月８日(金 )～１２日(火 )

こいのぼりつかまえたよ（風のまち子ども園）

議会だより
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ホタテ養殖残渣処理施設整備事業

予
算
総
額
91
億
円

（
前
年
度
よ
り
４
億
千
５
百
37
万
円
減
少
）

一般会計予算の内訳

会　　計　　名 平成３０年度 歳出の前年度比

一般会計 51 億 9,400 万円 ▲ 4.7%     
国民健康保険特別会計 11 億 3,400 万円 ▲ 12.4%

介護保険特別会計 12 億 1,800 万円 1.0%
大字費特別会計 90 万円 ▲ 30.8%

平舘財産区特別会計 100 万円 0.0%
根岸財産区特別会計 100 万円 0.0%
野田財産区特別会計 100 万円 0.0%

下水道特別会計 3 億 900 万円 10.8%
後期高齢者医療特別会計 9,700 万円 10.2%

合　　計 79 億 5,590 万円 ▲ 4.4%

●平成３０年度一般・特別会計の予算額（歳出）

●平成３０年度企業会計の予算額（歳出）

会　　計　　名 平成３０年度 歳出の前年度比

病院事業会計 12 億 8,042 万円 ▲ 2.8%
簡易水道事業会計 3 億 6,730 万円 ▲ 3.1%

合　　計 16 億 4,772 万円 ▲ 2.9%

　

予
算
特
別
委
員
会(

三
上
満
委
員
長
）
は
３

月
12
・
14
・
15
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
、
一
般
会
計
と
８
つ
の
特
別
会
計
、
２
つ

の
企
業
会
計
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
当
初
予
算
の
状
況
を
掲
載
す
る
と

と
も
に
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
主
な

質
疑
を
と
り
あ
げ
、
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え

し
ま
す
。

歳入

51 億
9,400 万円

町税
5億 5,487 万円
（10． 7％）

地方譲与税
３, ２００万円
（０. ６％）

地方消費税交付金
１億４００万円
（2.0％）

地方交付税
２９億円
（55.8％）

使用料及び
手数料
8,039 万円
（1.6％）

国庫支出金
３億 4,005 万円
（6.5％）

県支出金
２億 1,582 万円
（4.2％）

繰入金
2億 3,320 万円
（4.5％）

諸収入
１億 567 万円
（2.0％） 町債

5億 9,790 万円
（11.5％）

その他 （財産収入 ・分担金 ・負担金 ・寄付金など）
3,010 万円
（0.6％）

歳出【目的別】
51 億

9,400 万円

議会費
6,914 万円
（１. ３％）

総務費
９億 5,554 万円
（１８. ４％）

衛生費
６億 4,530 万円
（１２. ４％）

農林水産業費
３億 4,688 万円
（６．７％）

教育費
３億 5,724 万円
（６．９％）

商工費
8,653 万円
（１. ６％）

土木費
５億 2,868 万円
（１０．２％）

消防費
３億 2,081 万円
（６．２％）

公債費
８億 7,734 万円
（１６．９％）

その他 （災害復旧費 ・予備費）
502 万円
（０. １％）

民生費
１０億 152 万円
（１９. ３％）

 廃棄物処理施設運営費                1 億 7,622 万円

 農業施設建設費      　　　　　　　　1億 7,300 万円

 除排雪経費　　　　　　　　　　　　　1億 2,639 万円

 教育・保育給付費負担金                  8,975 万円

 町営住宅建設事業                       7,660 万円

 三厩本町地区融雪溝整備工事　            4,886 万円

 給食業務等委託料（平成２９年度から給食費５割軽減）　　4,345 万円

 大平山元遺跡整備事業費　                1,714 万円

 乳幼児 ･児童医療給付費 (高校生まで無料）　　　1,260 万円

 各種検診委託料（平成２６年度から個人負担金無料化）     1,250 万円

 住宅リフォーム支援事業補助金            　400 万円

 高校生通学費補助金　                　　　364 万円

 ふるさと納税事業費　　　　　　　　　　　　337 万円

 J-ALERT 新型受信機導入委託料　             326 万円

一般会計歳出の主なもの 一般会計歳出【性質別】

人件費 補助費等 公債費 物件費 繰出金 普通建設事業費 

扶助費 積立金 維持補修費 その他 

歳出【性質別】
51 億

9,400 万円

人件費

８億３，５９３万円

（１６. １％）

公債費
８億７， ７３４万円
（１６．９％）

繰出金
５億３， ６３４万円
（１０．３％）

積立金
１億１， ８９９万円
（２. ３％）

扶助費
２億９， ６２８万円
（５. ７％）

普通建設事業費
５億９７７万円
（９．８％）

維持補修費
１億２， ８２３万円
（２．５％）

その他
６，６２３万円
（１．３％）

物件費

９億２， １０７万円

（１７．７％）

補助費等
９ 億 ３ ８ ２ 万 円
（１７．４％）

３
月
定
例
会

　

第
１
０
４
回
定
例
会
は
、
３
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
開
催
。
平
成
30
年
度
各
当
初
予
算
案
、

平
成
29
年
度
各
補
正
予
算
案
、
町
条
例
の
制
定
案
と
一
部
改
正
案
、
議
員
発
議
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
平
成
30

年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
な
ど
の
当
初
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
集
中
審
査
の

結
果
、
一
般
会
計
で
は
一
部
修
正
可
決
し
、
そ
の
他
は
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
３

人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。
詳
細
は
登
壇
順
に
８
～
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

３億９千６百万円を減額 として可決５１億９千４百万円、修正し 総額

一般会計
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　　　　予算特別委員会  予算特別委員会

　
　

残
渣
処
理
機
械
の
導
入
先

　
　

と
、
契
約
先
は
。

　
　

シ
ス
テ
ム
は
、
株
式
会
社

　
　

Ｊ
Ｅ
Ｔ
の
も
の
を
買
い
取

る
。
契
約
先
は
、
株
式
会
社
Ｊ

Ｅ
Ｔ
の
関
連
会
社
と
契
約
す
る

方
向
で
考
え
て
い
る
。
関
連
会

社
は
、
株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｔ
と
協

議
中
で
あ
る
。

問

だ
。
ま
た
、
こ
の

地
域
で
と
れ
た
も

の
を
外
に
発
信
し

て
い
く
点
で
、
う

ま
い
青
森
フ
ー
ド

フ
ェ
ア
と
い
う
も

の
を
海
外
も
含
め

て
配
信
し
た
い
。

　
　

う
ま
い
青
森    

　
　

フ
ー
ド
フ
ェ

ア
の
予
算
の
中
で

特
別
旅
費
が
一
番

大
き
い
が
内
容
は
。

　
　

特
別
旅
費
１

　
　

２
９
万
７
０

０
０
円
に
は
二
つ

の
事
業
が
あ
り
、
一
つ
は
県
の

事
業
で
、
平
成
30
年
度
に
首
都

圏
で
物
産
販
売
す
る
事
業
だ
。

も
う
一
つ
は
、
青
森
市
、
む
つ

市
、
外
ヶ
浜
町
の
首
長
同
士
で

の
話
し
合
い
で
、
海
外
に
物
産

を
販
売
に
行
っ
た
ら
ど
う
か
と

い
う
提
案
が
あ
り
、
実
行
委
員

会
を
結
成
し
、
３
市
町
が
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
行
っ
て
、
町
内
に

あ
る
農
産
物
、
海
産
物
等
を
取

り
上
げ
、
マ
グ
ロ
の
解
体
イ
ベ

ン
ト
も
予
定
し
て
い
る
。

答

ホ
タ
テ
養
殖
残
渣
処
理
施
設
に
修
正
動
議

ピック
アップ

そ
の
他
主
な
質
疑

修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

原　
　

芳
雄 

委
員

　

こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
て
主
張
し
て
き
た
こ
と
は
、
ホ
タ
テ
残

渣
施
設
に
つ
い
て
建
設
場
所
等
を
め
ぐ
っ
て
、
地
域
住
民
が
賛

否
両
論
に
分
か
れ
て
い
る
中
で
、
そ
の
意
向
を
は
っ
き
り
確
認

し
な
い
ま
ま
実
施
す
る
こ
と
は
問
題
を
一
層
複
雑
に
し
、
今
後

に
大
き
な
問
題
を
残
す
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、

地
域
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
住
民
投
票
を
実
施
し
、
そ
の
住

民
の
意
向
を
し
っ
か
り
確
か
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
訴
え
て
き

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
た
め
に
ホ
タ
テ
残
渣
施
設
を
予
算
か

ら
削
除
す
る
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

　
　

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
整
備
事

　
　

業
費
１
億
７
３
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
、
こ
れ
を
建
設
し

た
場
合
、
農
家
へ
の
効
果
は
。

　
　

現
在
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ　

　
　

ベ
ー
タ
ー
で
２
８
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
処
理
能
力
が
あ
る
が
、

町
の
全
水
稲
作
付
面
積
が
平
成

30
年
度
は
約
３
５
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
、
処
理
能
力
を
超
え
る
た

め
残
り
の
部
分
を
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
で
処
理
す
る
。
農
家
の
人

た
ち
が
米
を
直
接
道
の
駅
や
生

協
に
販
売
す
る
な
ど
、
農
家
所

得
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

　
　

平
舘
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ａ
ｔ

　
　

さ
い
沼
実
行
委
員
会
補
助

金
の
説
明
を
願
う
。

　
　

一
昨
年
ま
で
ち
ゃ
ぽ
ら
っ

　
　

と
ま
つ
り
が
、
平
舘
地
区

で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に

代
わ
る
も
の
と
し
て
昨
年
ち
ゃ

ぽ
ら
っ
と
温
泉
か
ら
さ
い
沼
ま

で
徒
歩
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
、

　

ホ
タ
テ
養
殖
残
渣
処
理
施
設

整
備
事
業
費
３
億
９
６
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
、
何
ら
理
解
で

き
る
中
身
も
、
説
明
も
な
く
、

一
般
質
問
で
説
明
を
求
め
て
も

答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
に
、

こ
れ
ほ
ど
多
額
の
不
明
金
額
を

計
上
し
て
い
る
こ
と
は
、
町
民

の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
契
約
先
や
、
内
訳
が
は

っ
き
り
す
る
ま
で
保
留
す
べ
き

で
あ
る
。

　

施
設
の
必
要
性
は
認
め
る
に

し
て
も
、
あ
ま
り
に
も
急
ぎ
過

ぎ
で
、
肝
心
の
建
設
図
や
設
計

図
も
な
い
も
の
を
提
案
し
た
こ

と
は
理
解
に
苦
し
む
も
の
で
、

議
会
を
混
乱
さ
せ
た
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
今
一
度
立
ち
止

ま
り
、
関
係
者
と
綿
密
な
協
議

を
し
、
完
全
な
計
画
書
を
作
成

し
、
町
民
の
理
解
と
生
産
者
に

一
日
も
早
い
安
心
を
与
え
る
時

間
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

修
正
動
議
説
明

　
　

過
疎
債
の
活
用
で
、
町　

　
　

の
実
質
的
は
負
担
が
30
％

の
１
億
２
０
０
０
万
円
。
町
の

負
担
が
多
く
な
ら
な
い
た
め
に

事
業
主
体
が
漁
協
か
ら
町
に
変

え
た
の
は
、
そ
の
過
疎
債
を
受

け
る
た
め
と
一
般
廃
棄
物
は
町

で
責
任
を
持
っ
て
処
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を

正
確
に
説
明
し
て
理
解
を
得
て

　
　

町
長
の
就
任
前
か
ら
一
次

　
　

産
業
の
振
興
対
策
で
訴
え

て
き
た
町
長
独
自
の
カ
ラ
ー
を

打
ち
出
す
１
年
間
の
ス
タ
ー
ト

に
な
る
が
、
町
長
の
目
指
す
目

玉
政
策
は
何
か
。

　
　

農
林
水
産
業
の
中
で
残
渣

　
　

の
処
分
場
が
一
番
の
目
玉

記
田
慶
市
委
員
他
３
名
の
委
員
よ
り
修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
、
一
部
修
正
案
を
可
決

地
元
の
素
材
を
使
っ
た
弁
当
の

提
供
や
、
お
風
呂
に
入
っ
て
も

ら
う
事
業
を
実
施
し
た
。
好
評

だ
っ
た
こ
と
か
ら
来
年
度
も
実

施
し
た
い
。

　
　

農
林
水
産
業
費
の
野
田
林

　
　

道
に
つ
い
て
は
。

　
　

協
議
会
を
設
立
し
て
い
て

　
　

再
度
委
員
と
精
査
し
、
県

の
補
助
金
を
使
い
、
壊
れ
た
箇

所
を
補
修
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
。
30
年
度
は
草
刈
り
等
の
経

費
を
計
上
し
て
い
る
が
、
何
カ

所
か
崩
れ
て
い
る
箇
所
は
、
順

次
県
の
補
助
を
活
用
し
て
改
修

し
て
い
き
た
い
。

ほ
し
い
。
理
解
を
得
ら
れ
な
い

場
合
は
場
所
を
再
度
考
え
る
べ

き
だ
。

　
　

ど
の
よ
う
に
し
て
理
解
を

　
　

得
て
い
く
か
と
い
う
方
法

は
検
討
し
て
い
く
。

　
　

残
渣
処
理
で
出
た
成
果
品

　
　

の
運
賃
と
、
そ
の
契
約
は

ど
う
な
る
の
。

　
　

運
賃
は
先
方
の
負
担
と
い

　
　

う
こ
と
を
前
提
に
協
議
を

進
め
て
い
る
。
買
取
価
格
は
ト

ン
当
た
り
３
０
０
０
円
で
、
肥

料
の
場
合
は
茨
城
県
ま
で
、
飼

料
で
販
売
す
る
場
合
は
県
内
の

養
鶏
所
等
に
交
渉
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
今
後
契
約
を
結
ぶ

に
当
た
り
、
法
律
の
専
門
家
も

含
め
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
つ
く
っ
て
進
め
て
い
く
の

で
、
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

 

契
約
先
は

 

町
の
負
担
は

 

運
賃
は

問 答

問

答

 

目
玉
は

 

農
業
政
策
は

 

新
事
業
は

 

野
田
林
道
は

 
通
学
費
は

問答問答

問答問答

問答

多数の町民の方が傍聴されました

　
　

新
し
く
高
校
生
通
学
費
補

　
　

助
金
が
計
上
さ
れ
た
が
、

通
学
に
関
す
る
電
車
、
バ
ス
も

含
め
た
３
割
補
助
か
。

　
　

新
規
の
子
育
て
支
援
対
策

　
　

の
事
業
で
、
高
校
生
を
対

象
に
Ｊ
Ｒ
津
軽
線
、
奥
羽
線
、

青
い
森
鉄
道
に
限
り
た
い
。
鉄

道
を
使
う
高
校
生
の
定
期
券
の

購
入
金
額
の
３
割
を
助
成
し
て

い
く
形
で
実
施
し
た
い
。

昨年の秋の物産フェアでのマグロの解体ショーの様子

一昨年のトレッキングの様子

問答

電車通学している高校生
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 予算特別委員会・本会議

一
般
会
計
補
正
予
算

●一般会計・特別会計

会　　計　　名 補　正　額 補正後の予算額

 一般会計 6,726 万 5 千円 59 億 8,354 万円

 国民健康保険特別会計 ▲ 9,287 万 7 千円 12 億 2,514 万 8 千円

 介護保険特別会計 19 万 3 千円 12 億 5,091 万 8 千円

 大字費特別会計 ▲ 3万 3千円 273 万 6 千円

 平舘財産区特別会計 ▲ 99 万 8 千円 2千円

 根岸財産区特別会計 ▲ 99 万 8 千円 2千円

 野田財産区特別会計 ▲ 99 万 8 千円 2千円

 下水道特別会計 ▲ 42 万 6 千円 2億 7,926 万 5 千円

 後期高齢者医療特別会計 187 万 5 千円 9,648 万 7 千円

３月補正予算の状況

●企業会計

会　　計　　名 補　正　額 補正後の予算額

 病院事業会計

 （収益的収入支出）
▲ 1億 557 万 5 千円 11 億 1,713 万 6 千円

 病院事業会計

 （資本的収入）
▲ 80 万円 4,984 万 6 千円

 病院事業会計

 （資本的支出）
▲ 165 万円 9,330 万 1 千円

 簡易水道事業会計

 ( 資本的収入）
▲ 170 万円 3,051 万円

 簡易水道事業会計

 （資本的支出）
▲ 825 万円 1億 2,578 万 5 千円

　

町
民
の
負
担
限
界
を
超
え

て
い
る
保
険
料
で
あ
り
、
何

と
し
て
も
引
き
下
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。
多
く
の
町
民
の

願
い
で
あ
り
、
本
条
例
案
に

反
対
す
る
。　

原　
　

芳
雄 

議
員

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の

　
　

補
正
額
２
２
９
６
万
円
の

内
訳
は
。

（
予
算
合
計
２
７
９
６
万
円
）

　
　

個
人
の
方
で
５
０
０
万
円
、

　
　

事
業
者
の
方
で
２
０
０
０

万
円
な
ど
で
あ
る
。

　
　

２
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
て

　
　

い
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
補
助
金
、
今
回
の
41
万

８
０
０
０
円
の
減
額
理
由
は
。

　
　

冬
の
時
期
で
の
相
談
も
あ

　
　

っ
た
が
屋
根
工
事
、
外
壁

等
で
し
た
の
で
、
約
２
件
分
の

減
額
に
な
っ
た
。
今
後
も
要
望

に
応
え
て
い
く
。

問

介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案

に
対
す
る
反
対
討
論

答

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
案
に
対
す
る
反
対
討
論　

安 

藤 

英 

博 

議
員

　

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32

年
度
ま
で
の
３
年
間
、
ま
た

保
険
料
が
高
く
な
る
。
所
得

の
少
な
い
第
１
号
被
保
険
者

に
つ
い
て
の
保
険
料
の
減
額

の
賦
課
に
か
か
る
第
１
項
第

１
号
に
該
当
す
る
者
の
保
険

料
は
、
３
万
４
９
３
８
円

か
ら
３
万
７
０
４
４
円
で

２
１
０
０
円
の
増
。
所
得
の

少
な
い
人
に
も
ま
た
負
担
が

増
え
、
こ
れ
以
上
高
い
国
民

健
康
保
険
税
の
支
払
い
と
介

護
保
険
料
で
は
、
住
民
の
負

担
は
限
界
で
あ
り
、
反
対
す

る
。　

討  論
一
般
会
計
修
正
部
分
を
除
く
原
案
に
賛
成
討
論

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
や
、

子
育
て
支
援
の
医
療
費
の
高
校
卒
業
ま
で
の
無
料
化
、
給
食
費

の
５
割
負
担
、
小
学
校
入
学
祝
い
品
の
実
施
な
ど
、
こ
れ
ら
を

継
続
す
る
ほ
か
、
新
た
に
出
産
祝
い
品
の
支
給
、
高
校
生
へ
の

通
学
費
助
成
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
家
計
が
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
中
で
、
こ
れ
は
大
き
な
励
ま
し
を
与
え
る
予
算
と
な
っ

て
お
り
、
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
賛
成
す
る
。

安 

藤 

英 

博 

委
員

　

新
年
度
予
算
は
住
民
の
声
が
し
っ
か
り
と
入
っ
た
予
算
が
多

く
あ
る
。
ま
た
、
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
、
そ
し
て
住
民
の
子
育
て

支
援
、
福
祉
対
策
、
こ
れ
ら
の
予
算
が
多
く
含
ま
れ
評
価
す
る

も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
原
案
に
賛
成
す
る
。

原　
　

芳
雄 
委
員

　
　

現
在
建
て
て
い
る
町
営
住

　
　

宅
の
工
事
期
間
が
３
月
23

日
ま
で
と
表
示
さ
れ
て
い
る
が

完
成
で
き
る
の
か
。

　
　

発
注
時
期
が
例
年
と
比
べ

　
　

遅
く
な
っ
た
が
、
定
期
的

に
工
程
会
議
を
行
っ
て
お
り
、

可
能
で
あ
る
。

　
　

消
防
施
設
管
理
費
の
修
繕

　
　

料
２
０
３
万
円
の
内
容
は
。

　
　

主
な
も
の
は
蟹
田
大
平
地

　
　

区
の
防
火
水
槽
の
修
繕
費

及
び
三
厩
龍
浜
地
区
の
火
災
で

焼
け
た
屯
所
の
ガ
ラ
ス
等
の
修

繕
で
あ
る
。

 

寄
付
金
額
は

 

減
額
の
理
由
は

年
度
内
の
完
成
は

 

修
繕
内
容
は

　

国
民
健
康
保
険
は
、
特
に
高
齢
者
、
自
営
業
者
、
低
所
得
者

の
加
入
者
が
多
く
、
国
保
財
政
運
営
の
厳
し
さ
が
あ
る
。
加
入

者
の
多
く
は
、
も
う
と
て
も
高
く
て
払
え
な
い
と
い
う
悲
鳴
を

上
げ
て
い
る
。
２
０
１
５
年
度
か
ら
保
険
者
支
援
制
度
が
政

府
に
お
い
て
拡
充
さ
れ
、
被
保
険
者
１
人
当
た
り
平
均
で
約

５
０
０
０
円
、
全
国
規
模
で
２
０
１
５
年
度
は
１
７
０
０
億
円

交
付
さ
れ
、
２
０
１
７
年
度
以
降
は
国
は
３
４
０
０
億
円
に
拡

充
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
政
策
の
も
と
に
国
保
税
の
引
き
下
げ

を
願
う
声
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
財
政
処

置
や
基
金
を
使
い
な
が
ら
確
実
に
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
実
現

す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
生
活
が
苦
し
く
高
い
国
保
税
を
払
え
な

い
町
民
の
た
め
に
も
申
請
減
免
の
確
立
を
強
く
求
め
て
反
対
す

る
。

安 

藤 

英 

博 

議
員

原　
　

芳
雄 

議
員

　

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
の
基
準
年
額
７
万
７
６
４
０

円
、
月
額
６
４
７
０
円
を
年
額
４
６
８
０
円
引
き
上
げ
、

８
万
２
３
２
０
円
、
月
額
に
し
て
６
８
６
０
円
に
し
て
策
定
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
年
金
が
減
り
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
も
予

想
さ
れ
、
医
療
も
増
え
る
中
で
、
介
護
保
険
料
の
負
担
は
既
に

限
界
で
あ
る
。
多
く
の
町
民
は
保
険
料
、
利
用
料
は
引
き
下
げ

を
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
保
険
料
引

き
下
げ
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
基
金
の
全
額
に
近
い
取
り
崩

し
な
ど
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
２
０
０
０
年
に
介
護
が
必
要
な

人
に
必
要
な
だ
け
の
利
用
が
で
き
る
と
い
う
謳
い
文
句
で
始
ま

っ
た
介
護
保
険
で
あ
る
。
介
護
保
険
料
は
天
引
き
徴
収
を
し
て

お
き
な
が
ら
、
制
度
は
改
悪
に
次
ぐ
改
悪
で
あ
り
、
保
険
料
の

引
き
下
げ
を
求
め
て
予
算
案
に
反
対
す
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
案
に
対
す
る
反
対
討
論　

問答

答 問

問答

完成した町営住宅の様子

住宅リフォームの様子

三厩龍浜地区屯所の修理後 蟹田大平地区防火水槽の修理後

議
案
審
議
ト
ピ
ッ
ク

 　　補　正　予　算

反　

対

賛　

成

○×
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一
般
質
問

建
設
場
所
を
め
ぐ
っ
て
混
乱
し
て
い
る
残
渣
処
理
施
設
。

■
答
弁
▼
今
の
時
点
で
は
実
施
を
考
え
て
い
な
い

◆
質
問
／
漁
業
が
町
の
経
済

の
支
え
と
な
っ
て
い
て
若
い

後
継
者
も
親
の
跡
を
継
い
で

ホ
タ
テ
漁
業
を
守
る
と
頑

張
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

も
ホ
タ
テ
残
さ
処
理
施
設
の

建
設
は
急
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
建
設
場
所
を
め
ぐ
っ

て
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い
る
今

の
状
況
を
解
決
す
る
に
は
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
が
必
要

だ
。
８
月
の
完
成
予
定
を
見

込
ん
で
い
る
が
残
渣
が
終
わ

る
頃
で
あ
る
の
で
、
秋
の
完

成
を
目
指
し
て
１
、２
カ
月

遅
れ
て
も
今
後
に
問
題
を

残
す
よ
り
も
、
ぜ
ひ
全
町

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
や
り
、

３
億
９
千
万
円
の
建
設
予
算

は
今
後
の
臨
時
議
会
に
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

■
町
長
／
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
は
今
の
時
点
で
考
え
て
い

◆
質
問
／
介
護
施
設
で
働
く

人
が
不
足
し
、
四
苦
八
苦
し

て
い
る
。
高
校
卒
業
す
る
人

た
ち
に
、
人
材
確
保
の
た
め

奨
学
資
金
制
度
を
設
け
、
介

護
福
祉
士
や
社
会
福
祉
士
な

ど
の
資
格
を
取
得
し
て
、
こ

の
町
で
働
い
た
場
合
は
勤
務

年
数
に
応
じ
て
返
済
免
除
す

町

長

の

政

治

姿

勢

に

つ

い

て

な
い
。
建
設
場
所
は
町
と
し

て
候
補
地
を
あ
る
程
度
絞
っ

た
上
で
予
算
を
提
案
し
議
会

の
議
決
で
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
。

◆
質
問
／
ア
ン
ケ
ー
ト
を
や

ら
な
と
い
う
理
由
が
わ
か
ら

な
い
。
こ
れ
だ
け
問
題
が
生

じ
て
い
る
中
で
強
行
す
る
事

は
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
や

問
題
が
出
て
く
る
。
漁
業
者

の
事
を
考
え
る
と
、
機
械
を

設
置
す
る
事
に
は
皆
賛
成
で

あ
る
。
基
本
に
立
ち
戻
っ
て

住
民
の
意
思
を
確
認
す
べ
き

だ
。
町
民
の
声
を
聞
く
と
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
を
主
張
し
て

い
る
。

る
な
ど
の
制
度
を

つ
く
っ
て
は
ど
う

か
。

■
町
長
／
福
祉
施

設
が
慢
性
的
な
人

材
不
足
に
あ
り
苦

労
し
て
い
る
現
状

は
認
識
し
て
い
る
。

各
施
設
関
係
者
と

も
協
議
し
検
討
し

原　芳雄議員

一
般
質
問

■
答
弁
▼
現
行
の
ま
ま
実
施
し
て
い
く

子
ど
も
の
（
国
保
）・
均
等
割
は

◆
質
問
／
会
社
員
な
ど
が
加

入
す
る
被
用
者
保
険
の
保
険

料
は
、
子
ど
も
の
人
数
に
影

響
さ
れ
な
い
。
一
方
、
国
民

健
康
保
険
は
加
入
し
て
い
る

人
数
に
よ
っ
て
賦
課
さ
れ
る

均
等
割
額
は
、
所
得
の
な
い

子
ど
も
に
ま
で
賦
課
さ
れ
て

い
る
。
税
金
は
所
得
に
応
じ

て
賦
課
さ
れ
る
と
い
う
原
則

か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。
全
国

知
事
会
や
東
京
都
議
会
は
、

子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
子

ど
も
に
係
る
保
険
料
、
均
等

割
の
軽
減
を
国
に
要
請
や
意

見
書
を
提
出
し
て
い
る
。
子

ど
も
の
均
等
割
を
軽
減
し
て

い
る
自
治
体
も
増
え
て
い
る

が
、
我
が
町
で
も
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

■
町
長
／
現
行
制
度
で
は
、

均
等
割
は
世
帯
の
所
得
状
況

に
応
じ
て
７
割
、
５
割
、
２

割
の
軽
減
制
度
が
あ
る
の
で

奨
学
金
は
給
付
型
の
検
討
を

現
行
の
軽
減
制
度
で
実
施
し

て
い
き
た
い
。

◆
質
問
／
均
等
割
の
保

険
料
は
医
療
分
と
し
て

２
万
７
６
０
０
円
、
支
援
金

分
と
し
て
５
４
０
０
円
、
合

わ
せ
て
３
万
３
０
０
０
円
で

あ
る
。
子
ど
も
一
人
が
増
え

る
ご
と
に
こ
の
金
額
が
増
え

て
い
く
。
支
援
金
分
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
を
支
援
す

る
た
め
の
保
険
税
で
あ
る
。

所
得
の
な
い
ゼ
ロ
歳
か
ら
の

子
ど
も
か
ら
も
負
担
さ
せ
て

い
る
。
所
得
に
よ
っ
て
軽
減

が
あ
る
と
い
う
が
７
割
軽
減

の
人
で
９
９
０
０
円
、
５
割

減
で
は
１
万
６
５
０
０
円
の

負
担
で
あ
る
。
所
得
に
よ
る

軽
減
制
度
は
子
ど
も
の
均
等

割
軽
減
に
は
な
ら
な
い
。

■
住
民
課
長
／
均
等
割
の
軽

減
は
各
地
方
か
ら
や
、
市
長

会
、
知
事
会
か
ら
要
請
が
上

が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
法
の
改
正
が

あ
れ
ば
町
も
そ
れ
に
従
っ
て

い
く
。

子
育
て
支
援
か
ら
も
軽
減
す
べ
き
だ

◆
質
問
／
こ
の
一
年
間
、
町

政
の
責
任
者
と
し
て
ど
う
で

あ
っ
た
か
。
二
年
目
に
向

か
っ
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で

行
政
に
臨
む
の
か
。

■
町
長
／
私
の
町
政
へ
の
ス

タ
ン
ス
は
当
初
も
今
も
変

わ
っ
て
い
な
い
。
広
く
町
民

の
声
に
耳
を
傾
け
、
意
見
を

聞
き
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
運
営
と
選
挙
公
約
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
決
し
て
平
坦
な
道
の

り
で
は
な
い
と
思
う
が
、
時

に
は
心
を
鬼
に
す
る
こ
と
も
、

苦
渋
の
決
断
を
迫
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、
「
あ
の
時
の
決
断
は
正

し
か
っ
た
」
と
将
来
思
え
る

よ
う
な
決
断
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
２

年
目
に
向
か
っ
て
そ
の
強
い

覚
悟
で
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

安藤英博議員

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を

介

護

者

の

資

格

取

得

に

奨

学

資

金

を

◆
質
問
／
近
年
、
家
計
の
収

入
が
減
少
す
る
中
で
、
学
生
、

保
護
者
の
負
担
も
限
界
を
超

え
て
大
学
進
学
を
断
念
す
る

人
も
少
な
く
な
い
。
今
、
２

人
に
１
人
が
奨
学
金
を
借
り

て
い
る
現
状
に
あ
る
。
国
は

国
民
世
論
を
反
映
し
て
こ
の

４
月
の
新
入
生
か
ら
月
額

２
万
円
か
ら
４
万
円
ま
で
、

約
２
万
人
を
対
象
に
新
た
に

給
付
型
奨
学
金
を
創
設
し
た
。

し
か
し
、
給
付
型
と
言
い
な

が
ら
支
給
対
象
が
あ
ま
り
に

少
な
く
、
さ
ら
に
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
成
績
優
秀
者
に

限
定
さ
れ
て
い
る
。
学
生
55

人
に
１
人
と
い
う
非
現
実
的

な
も
の
で
あ
る
。
国
立
大
学

に
通
う
学
生
の
場
合
は
減
額
、

も
し
く
は
支
給
さ
れ
な
い
。

こ
の
際
、
こ
れ
ま
で
の
貸
付

貸
与
、
利
息
を
つ
け
る
ロ
ー

ン
型
奨
学
金
か
ら
脱
皮
し
、

給
付
型
を
中
心
と
す
る
改
革

を
す
べ
き
で
あ
る
。
町
が
実

施
し
て
い
る
現
在
の
貸
付
状

況
及
び
返
還
と
滞
納
状
況
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。
併
せ
て
今
後
、
町

も
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
検

討
す
べ
き
で
な
い
か
見
解
を

求
め
た
い
。

■
教
育
長
／
平
成
29
年
度
末

で
、
貸
付
を
受
け
て
い
る
方

は
15
名
で
、
公
立
高
校
生
３

名
、
専
門
学
校
生
３
名
、
大

学
生
９
名
で
貸
付
総
額
は

５
３
１
万
円
。
返
還
中
の
人

数
は
42
名
で
、
償
還
残
高
は

２
４
５
２
万
円
で
あ
る
。
滞

納
者
は
２
月
末
現
在
で
８
名

で
滞
納
額
は
３
２
４
万
円
で

あ
る
。
給
付
型
奨
学
金
の
実

施
は
、
近
隣
町
村
と
の
調
整

を
図
り
、
町
の
財
政
状
況
を

見
据
え
な
が
ら
実
施
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

て
い
き
た
い
。

◆
質
問
／
町
か
ら
出
て
、
ふ

る
さ
と
に
対
す
る
思
い
で
寄

付
を
し
て
く
れ
る
、
ふ
る
さ

と
納
税
な
ど
を
活
用
し
て
実

現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
福
祉
課
長
／
介
護
福
祉
士

や
社
会
福
祉
士
の
養
成
を
県

福
祉
協
議
会
で
は
５
年
勤
務

の
条
件
付
き
の
奨
学
資
金
制

度
を
つ
く
っ
て
い
る
。
ふ
る

さ
と
納
税
資
金
活
用
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。食事介助の様子

熱心に授業を受ける中学生
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■
答
弁
▼
今
検
討
中
で
あ
る

者
負
担
処
理
料
は
1
ト
ン
当

た
り
１
万
９
８
７
０
円
と
試

算
し
た
が
、
今
度
町
が
事
業

主
体
に
変
わ
り
機
械
が
３
台

の
場
合
の
ト
ン
当
た
り
の
生

産
者
負
担
額
は
い
く
ら
か
。

■
産
業
観
光
課
長
／
そ
の
計

算
は
現
在
し
て
い
な
い
。
こ

れ
か
ら
出
し
た
い
。

◆
再
質
問
／
ト
ン
当
た
り
の

単
価
が
出
せ
な
い
こ
と
は
大

き
な
問
題
だ
。
現
在
の
焼
却

場
よ
り
も
高
額
に
な
り
利
用

者
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
責
任

の
所
在
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

こ
れ
で
は
３
億
９
６
０
０
万

円
の
事
業
を
取
り
消
す
べ
き

だ
。

◆
質
問
／
３
億
９
６
０
０
万

円
の
内
訳
の
説
明
を
求
め
る
。

■
答
弁
な
し
。

◆
質
問
／
役
場
裏
の
候
補
地

一
般
質
問

変
更
は
最
低
で
も
１
億
円
以

上
の
増
と
説
明
し
て
い
る
が

積
算
根
拠
資
料
を
事
前
に
求

め
て
い
た
が
、
提
出
は
な
い
。

一
本
松
大
橋
か
ら
の
道
路
拡

幅
工
事
見
積
額
は
い
く
ら
か
。

■
答
弁
保
留

◆
再
質
問
／
肝
心
の
道
路
費

用
も
見
な
い
で
他
に
比
べ
意

図
的
に
安
く
説
明
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
許
せ
な
い
。
他

を
探
す
べ
き
。

■
町
長
／
確
か
に
道
路
工
事

費
用
を
見
込
ん
で
い
な
い
。

意
図
的
に
安
く
見
せ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
は
な
い
。

■
産
業
観
光
課
長
／
答
弁
保

留
に
つ
い
て
、
道
路
拡
幅
工

事
費
用
は
１
億
５
千
万
円
と

試
算
し
て
い
る
。

◆
質
問
／
４
カ
所
で
の
住
民

説
明
会
の
内
容
が
議
会
開

催
直
前
、
突
然
何
が
あ
っ

た
の
か
根
底
か
ら
変
わ
っ

た
。
事
業
主
体
が
漁
協
か
ら

町
へ
、
機
械
が
１
台
か
ら
３

台
へ
、
リ
ー
ス
が
買
取
り
と

な
っ
た
。
住
民
の
声
を
踏
み

に
じ
っ
た
も
の
で
、
町
長
の

一
連
の
行
為
は
目
的
達
成
に

議
会
を
通
せ
ば
い
い
と
い
う

考
え
は
、
私
は
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
。
理
解
も
同
意
も

出
来
な
い
。
再
度
説
明
会
を

開
き
謝
罪
を
す
べ
き
。

■
町
長
／
確
か
に
変
更
し
た

部
分
が
非
常
に
多
か
っ
た
。

説
明
を
し
て
来
た
つ
も
り
だ

が
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
り

お
詫
び
し
た
い
。
住
民
説
明

会
で
の
説
明
変
更
に
つ
い
て

は
毎
戸
の
チ
ラ
シ
で
周
知
し

た
。

◆
再
質
問
／
漁
協
の
組
合
長

以
下
全
役
員
、
町
長
、
副
町

長
、
課
長
が
出
席
し
た
お
も

お
も
し
い
説
明
会
に
参
加
し

た
住
民
に
、
こ
の
チ
ラ
シ
１

枚
で
の
変
更
周
知
で
終
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
町
長
の
心
境

は
私
に
は
理
解
で
き
な
い
。

チ
ラ
シ
内
容
の
不
備
も
数
カ

所
あ
る
。
認
め
ら
れ
な
い
。

当
り
前
の
こ
と
を
当
り
前
に
、

順
序
を
踏
ま
え
、
社
会
通
念

上
の
流
れ
に
の
せ
て
物
事
を

進
め
る
べ
き
だ
。

ホ
タ
テ
残
渣
処
理
施
設
建
設
計
画

請　

願

記田慶市議員

３
億
９
６
０
０
万
円
の
契
約
先
は
ど
こ
か

◆
質
問
／
今
回
の
機
械
を
決

め
る
経
過
と
し
て
、
漁
協
の

資
料
で
は
、
平
舘
地
区
に
あ

る
株
式
会
社
北
福
海
産
の
紹

介
で
青
森
市
の
株
式
会
社

テ
ィ
ワ
ッ
ク
の
ホ
タ
テ
残
渣

処
理
方
式
と
し
て
提
案
さ
れ

て
、
更
に
同
社
か
ら
株
式
会

社
Ｊ
Ｅ
Ｔ
の
機
械
が
紹
介
さ

れ
た
。
機
械
の
導
入
先
と
契

約
先
は
ど
こ
か
。

■
産
業
観
光
課
長
／
今
の
段

階
で
株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｔ
の
機

械
で
決
定
し
て
い
る
が
契
約

先
は
検
討
中
で
あ
る
。

◆
再
質
問
／
契
約
先
が
分
か

ら
な
い
も
の
は
判
断
で
き
な

い
。
議
員
に
好
き
な
よ
う
に

決
め
ろ
と
い
わ
ん
ば
か
り
の

も
の
は
信
用
出
来
な
い
。

◆
質
問
／
漁
協
が
事
業
主
体

の
時
、
機
械
1
台
で
の
生
産

▼
今
年
１
月
に
三
厩
龍
飛
地
区

の
大
火
に
伴
う
被
災
さ
れ
た

方
々
へ
の
御
見
舞
い
金
の
緊
急

予
算
措
置
を
専
決
処
分
し
た
も

の
で
、
議
会
の
承
認
を
求
め
た
。

歳
入
地
方
交
付
税
２
１
０
万
円

歳
出
総
務
管
理
費
２
１
０
万
円

審
議
の
結
果
、
承
認
し
ま
し
た
。

　
　

残
渣
の
処
理
施
設
を
下
水

　
　

処
理
場
の
隣
地
に
考
え
た

い
と
、
町
か
ら
希
望
が
出
ま
し

た
が
、
そ
の
時
の
反
対
理
由
は

４
点
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
小
学

校
の
通
学
路
を
残
渣
の
搬
入
車

が
通
る
。
２
つ
目
は
、
搬
出
す

る
自
動
車
が
学
校
給
食
セ
ン
タ

▼
外
ヶ
浜
町
ホ
タ
テ
養
殖
残
渣

新
処
理
施
設
の
設
計
及
び
環
境

影
響
調
査
の
た
め
、
農
林
水
産

業
費
に
１
０
０
０
万
円
、
歳
入

で
は
地
方
交
付
税
に
１
０
０
０

万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
会
議
規
則
に

定
め
ら
れ
た
会
議
時
間
の
制
限

時
刻
が
過
ぎ
、
審
議
未
了
の
た

め
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
０
３
回
臨
時
会
は
２
月
23
日
に
開
催
さ
れ
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
件
（
平
成
29
年

度
外
ヶ
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
）
及
び
、
平
成
29
年
度
外
ヶ
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
臨
時
会
の
概
要
と
審
議
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

米
の
生
産
費
を
償
う

価
格
下
支
え
制
度
を

求
め
る
請
願

 

【
付
託
常
任
委
員
会
】

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

 

【
本
会
議
で
の
採
択
】　

　

採
択　

全
員
賛
成

種
子
法
廃
止
に
伴
う

万
全
の
対
策
を
も
と

め
る
請
願

 

【
付
託
常
任
委
員
会
】

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

 

【
本
会
議
で
の
採
択
】　

　

採
択　

全
員
賛
成

家
族
介
護
は
も
う

限
界
で
す
！

障
害
児
者
の
生
き
る

基
盤
と
な
る
「
暮
ら

し
の
場
」
の
早
急
な

整
備
を
求
め
る
意
見

書　
　

　

【
審
議
結
果
】　
　

可
決

問

ホタテ漁業者の作業の様子

ー
前
を
通
る
こ
と
か
ら
給
食
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が

損
な
わ
れ
る
。
３
つ
目
は
、
し

ろ
う
お
祭
り
の
イ
メ
ー
ジ
が
損

な
わ
れ
る
。
４
つ
目
は
、
地
形

的
に
、
西
風
に
向
き
が
か
わ
る

と
、
全
町
に
、
特
に
中
師
地
区
、

本
町
地
区
に
影
響
す
る
な
ど
で

あ
る
。
そ
の
後
、
町
と
し
て
、

臭
い
を
さ
せ
な
い
た
め
に
搬
入

す
る
時
に
特
殊
な
ボ
ッ
ク
ス
を

つ
く
り
、
臭
い
消
し
を
か
け
て
、

土
手
を
通
っ
て
搬
入
す
る
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策

の
た
め
通
学
時
間
を
避
け
て
搬

入
す
る
な
ど
の
配
慮
も
聞
い
て

い
る
。
し
か
し
、
悪
臭
を
絶
対

に
さ
せ
な
い
と
、
あ
る
い
は
、

出
な
い
と
い
う
こ
と
を
多
く
の

住
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
不
足
し
て
い
る
。
反
対
し
て

い
る
方
々
の
意
見
を
、
し
っ
か

り
聞
き
な
が
ら
進
め
て
も
ら
い

た
い
。

　
　

反
対
意
見
等
は
、
実
際
に

　
　

あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
は
、
４
回
の
説

明
会
、
そ
れ
か
ら
自
治
会
に
対

す
る
説
明
会
を
行
っ
て
き
た
。

実
際
、
反
対
と
い
う
言
葉
は
出

て
い
る
が
、
臭
い
や
汚
水
が
出

る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
残
渣

処
理
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
、

反
対
だ
と
い
う
ふ
う
に
受
け
止

め
て
い
る
。
建
設
ま
で
に
そ
れ

ら
の
問
題
等
は
、
全
て
解
消
し

た
形
で
建
設
を
行
う
。

　

一
つ
残
っ
た
問
題
は
、
イ
メ

ー
ジ
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
の

反
対
意
見
で
あ
っ
た
の
で
、
建

設
後
も
、
誠
意
を
持
っ
て
対
応

し
て
い
く
。　
　

意
見
書

審
議
未
了
の
た
め
流
会

答

 

概
要

 

審
議
内
容 

 　　第１０３回臨時会

三厩龍浜地区火災現場

第
１
０
４
回
定
例
会



議会広報特別委員会

委 員 長 ： 安藤英博

副委員長 ： 三上　 満

委員 ： 浜谷　恭市／福井賢一郎

　　　　 原　　 芳雄／石岡　博英

　　　　 記田　慶市

編
集
後
記

長
年
の
議
会
活
動
に
功
績

鈴
木
進
議
長
、
記
田
慶
市
副
議
長
、

石
岡
博
英
議
員
に
表
彰
状

　

平
成
30
年
２
月
22
日
、
青
森
市
で
開
催

さ
れ
た
県
町
村
議
会
議
長
会
第
68
回
定
期

総
会
で
石
岡
博
英
議
員
（
左
）
が
27
年
以
上
、

記
田
慶
市
議
員
（
右
）
が
15
年
以
上
の
功

労
に
対
し
て
、
ま
た
鈴
木
進
議
員
（
中
央
）

が
町
村
議
会
議
員
特
別
表
彰
者
と
し
て
全

国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

議
員
功
労
表
彰
・
特
別
表
彰

 　

予
算
特
別
委
員
長
「
た
だ
今
、

修
正
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
よ
り
採
決
し
ま
す
。
修

正
案
に
賛
成
の
方
の
起
立
を
求
め

ま
す
。
起
立
多
数
で
す
。
よ
っ
て

修
正
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
」

　

平
成
30
年
度
の
一
番
大
き
な
目

玉
で
あ
る
残
渣
処
理
施
設
事
業
費
、

３
億
９
千
６
百
万
円
の
削
除
で
あ

る
。

　

議
会
が
行
政
に
待
っ
た
を
か
け

た
瞬
間
で
あ
る
。
議
会
経
験
が
長

く
て
も
、
な
か
な
か
お
目
に
か
か

れ
な
い
事
案
で
も
あ
る
。

　

行
政
も
議
会
も
ど
ち
ら
も
町
民

の
為
を
考
え
て
の
事
で
あ
る
が
、

そ
の
溝
が
埋
ま
り
そ
う
も
な
い
の

が
心
配
で
あ
る
。

　

外
ヶ
浜
丸
、
春
一
番
の
風
を
選

ぶ
の
か
、
そ
れ
と
も
待
て
ば
海
路

の
日
和
有
り
か
、
こ
こ
が
思
案
の

し
ど
こ
ろ
で
も
あ
る
。 

 
(

博
英)

第
１
０
５
回
臨
時
会

◆
質
問
／
龍
浜
地
区
火
災
跡
地
の

瓦
礫
を
撤
去
処
理
す
る
費
用
に
活

用
し
て
欲
し
い
と
寄
付
金
を
受
け

た
そ
う
だ
が
、
そ
の
一
部
を
支
出

を
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
い
か
。

■
回
答
／
間
違
い
な
い
。

◆
質
問
／
一
回
目
の
火
事
の
方
に

も
補
助
金
を
出
す
考
え
は
な
い
か
。

■
回
答
／
町
が
現
金
等
で
助
成
す

る
こ
と
は
、
考
え
て
い
な
い
。

◆
質
問
／
地
域
に
紛
争
を
起
こ
す

よ
う
な
補
助
に
は
問
題
が
あ
る
。

１
回
目
の
火
災
に
遭
わ
れ
た
人
た

ち
に
も
同
額
の
処
置
が
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
残
っ
た
寄
付
金
の
使

い
方
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

■
回
答
／
地
域
全
体
の
復
興
を
町

が
計
画
す
る
中
で
、
公
園
化
や
駐

車
場
整
備
な
ど
、
地
域
に
還
元
す

る
形
で
使
わ
せ
て
頂
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

寄
付
金
を
下
さ
っ
た
方
か
ら

は
「
１
月
18
日
の
火
災
に
」
と
い

う
要
望
だ
っ
た
が
、
再
度
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
一
回
目
の
火
災
に
も

使
っ
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
、
不

公
平
感
を
減
ら
し
て
い
く
た
め
、

地
元
の
方
と
協
議
を
重
ね
て
い
き

た
い
。

　

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
件
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
案
及
び
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
案
を
審
議
し
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

５
月
９
日
開
催

龍
浜
地
区
火
災
現
場
復
興

支
援
補
助
金
４
５
０
万
円

◆
質
問
／
ホ
タ
テ
残
渣
処
理
施
設

建
設
等
委
員
会
費
の
予
算
計
上
と

あ
る
が
、
前
定
例
会
で
町
長
が
述

べ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
構
成
と
、
ど
う
い
う
形
で

進
め
る
の
か
説
明
を
願
う
。

■
回
答
／
町
内
会
の
代
表
３
名
、

漁
業
者
代
表
３
名
、
議
会
の
代
表

３
名
、
有
識
者
１
名
、
行
政
ス
タ
ッ

フ
若
干
名
で
検
討
し
て
い
る
。

　

株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｔ
の
機
械
も
含

め
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

ホ
タ
テ
残
渣
処
理
施
設
建
設

等
委
員
会
費
12
万
４
千
円


